
m３

3箇所目 m３

ぐり石、割ぐり石、自然石

300.0 m３ 300.0 m３ 0.0 m３

1箇所目 m３その他の砕石

m３ m３ m３

2箇所目

1,000.0 m３ 0.0 m３

1箇所目 500.0
3箇所目 m３

3箇所目 m３

2箇所目 500.0 m３ 11227 ○

砕
石

鉱さい

m３

1箇所目

トン

1箇所目 500.0 トン

m３

2箇所目 m３

m３ 11105 ○クラッシャーラン

1,000.0 m３

11105アスファルト・コンクリート

1,500.0 トン 1,500.0 トン 0.0

○

○2箇所目 500.0 トン 11104
3箇所目 500.0 トン 11227 ○

トン木材

トン トン トン

1箇所目

3箇所目 トン

2箇所目 トン

1箇所目 トン

3箇所目 トン

上記以外のコンクリート二次製品
（新材を含む上記以外の全て。有筋、無筋を問わず）

トン トン

トン

2箇所目 トン

コンクリート用再生骨材　Ｈ、Ｍ、Ｌ
を用いたコンクリート二次製品（有筋、無筋を問わず）

トン トン

1箇所目

3箇所目 トン

2箇所目 トン

1箇所目 150.0 トン 11105

3箇所目 トン

上記以外の生コンクリート
（新材も含む上記以外の全て）

235.0 トン 235.0 トン

2箇所目 85.0 トン 11104

コンクリート用再生骨材　Ｌ
を用いた生コンクリート

50.0 トン 50.0 トン

1箇所目 50.0 トン 11227

3箇所目 トン

2箇所目 トン

コ
ン
ク
リ
ー

ト

コンクリート用再生骨材　Ｈ
を用いた生コンクリート

トン

建設資材名称 建設資材利用量＝搬入利用量（Ａ）＋現場内利用量（Ｂ） 左記「搬入利用量（A）」のうち、再生資材の供給元別内訳（再生資材を利用した場合に記入してください）

搬入利用量（Ａ）
（新材を含む全体の搬入利用量）

現場内利用量（Ｂ）

2箇所目 トン

コンクリート用再生骨材　Ｍ
を用いた生コンクリート

トン トン

1箇所目 トン

3箇所目

「搬入利用量（Ａ）」のうち、
再生資材の供給元別利用量

再生資材の供給元住所 供給元種類コード
（該当する「供給元種類」に「○」を１つだけ入力して下さい）

その他

2箇所目 50.0 締めm3 11103

(上のプルダウンリストで都道
府県、市区町村を選択し、表
示された住所コードを入力して
下さい)

他の工事
現場（内陸）

他の工事
現場（海面）

再資源化
施設

土砂
ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

トン

1箇所目 トン

3箇所目 トン

トン

2箇所目 トン

締めm3

2箇所目 締めm3

3箇所目 締めm3
再生コンクリート砂

100.0 締めm3 100.0 締めm3

1箇所目 50.0 締めm3 11105

3箇所目 締めm3

2箇所目 締めm3

3箇所目 締めm3
建設汚泥処理土
（第１種～第４種処理土）

締めm3 締めm3 締めm3

1箇所目

締めm3

1箇所目 締めm3浚渫土

締めm3 締めm3

締めm3

1箇所目 締めm3浚渫土以外の泥土（建設発生土）

2箇所目 締めm3

3箇所目 締めm3

締めm3 締めm3

2箇所目 締めm3

3箇所目 締めm3

第４種建設発生土

締めm3 締めm3

第３種建設発生土

225.0 締めm3 125.0 締めm3 100.0

締めm3

1箇所目 締めm3

○

締めm3

1箇所目 75.0 締めm3 11101 ○

2箇所目 50.0 締めm3 11203
3箇所目 締めm3

第２種建設発生土

締めm3 締めm3 3箇所目 締めm3

2箇所目 100.0 締めm3 11203 ○

締めm3

1箇所目 締めm3

2箇所目 締めm3

100.0 締めm3 11105 ○第１種建設発生土

4,500.0 締めm3 300.0 締めm3 150.0 締めm3

1箇所目

3箇所目 100.0 締めm3 11104 ○

土質改良土（土質改良プラントからの購入土）
（第１種～第４種改良土）

締めm3 締めm3

1箇所目 締めm3

3箇所目 締めm3

2箇所目 締めm3

搬入利用量（Ａ） 現場内利用量（Ｂ） 「搬入利用量（Ａ）」のうち、
供給元別利用量

供給元住所 供給元種類コード
（該当する「供給元種類」に「○」を１つだけ入力して下さい）

建設資材名称 建設資材利用量＝搬入利用量（Ａ）＋現場内利用量（Ｂ） 左記「搬入利用量（A）」のうち、供給元別内訳

(上のプルダウンリストで都道
府県、市区町村を選択し、表
示された住所コードを入力して
下さい)

土
砂

山砂、山土などの新材（採取土、購入土）

1,250.0 締めm3 1,250.0

（搬入利用量（A)は自動計算されますの
で、合計値を確認してください）

他の工事
現場（内陸）

他の工事
現場（海面）

再資源化
施設

土砂
ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

その他

締めm3

日まで

２．建設資材利用実績

25 日から

11105 西暦 2024 年 9 月 29
工期

西暦 2024 年 6 月

万円 （税込）

工事施工場所

住所コード 工事種別を選択 工事種別コード Ｂ－１

調査票記入者 △△　△△E-mail ○○○（○○○）○○○

工事名 ○×私道舗装工事 請負金額 12,345
（1万円未満は四捨五入）

工事責任者 ○○　○○
TEL 000（ 000 ）000 会 社 所 在 地 埼玉県さいたま市中央区△△１－１－１

TEL ○○○（○○○）○○○

様式１-１ ２０２４年度建設副産物実態調査

法　人　番　号 1234567890123 ←https://www.houjin-bangou.nta.go.jp/

請 負 会 社 名 株式会社○×△
記入年月日 西暦

１．工事概要 （赤字部分は必須項目です。必ず入力してください）

利用量・搬出先調査票（利用量調査） 土木工事用 この調査票は、土木工事用です。
建築工事、解体工事は別の様式を使用してください。

2024 年 9 月 30 日

発注機関を
選択

大分類 発注
担当者 国土　太郎

中分類

小分類

元請業者担当者、連絡先の記入、ＴＥＬ、ＦＡＸの番号間違いに注意

元請業者が法人の場合、法人番号を記入

桁間違い、単位の違いに注意

着工年月日＜竣工年月日

単位に注意

裏面の「現場内利用量」も記入

コードの間違いに注意

「搬入利用量（Ａ）」≧「再生資材利用量」

記 入 例

コードの間違いに注意

tanaka-m86hb
テキストボックス
土木工事用



建設発生土合計

1,000.0 地山m3 250.0 地山m3 750.0 地山m3

2箇所目 地山m3

km3箇所目 地山m3

浚渫土以外の泥土（建設発生土）

地山m3 地山m3 地山m3

1箇所目 km

km

地山m3

2箇所目 地山m3 km

km

地山m3
第４種建設発生土

地山m3 地山m3

km

地山m3

1箇所目 地山m3

3箇所目 地山m3

2箇所目 300.0 地山m3 11105 ○

km3箇所目

第３種建設発生土

700.0 地山m3 100.0 地山m3 600.0 地山m3

○15 km

○ 5 km

km

1箇所目 300.0 地山m3 11227 ○

km2箇所目 地山m3

3箇所目 地山m3

km地山m3第２種建設発生土

地山m3 地山m3 地山m3

1箇所目

2箇所目 地山m3 km

km

○第１種建設発生土

300.0 地山m3 150.0 地山m3

国登録
ｽﾄｯｸ
ﾔｰﾄﾞ

国登録ｽ
ﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

以外

国登録
ｽﾄｯｸ
ﾔｰﾄﾞ

国登録ｽ
ﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

以外

注）土壌汚染対策法に基づく
汚染土壌は対象外です。

覆土 覆土以
外

○ 15 km

150.0 地山m3

1箇所目 150.0 地山m3 11227

3箇所目 地山m3

再利用の目的があ
る

再利用の目的がな
い

現場内利用量 現場外搬出について

場外搬出量（合計） 場外搬出量（内訳） 搬出先住所 施工条件
１つだけ「○」を選
択してください。

建設副産物名称 発生量

（場外搬出量（合計)は自動計算さ
れますので、確認してください）

売却 他工事現場 土質改良プラント

国登録
ｽﾄｯｸ
ﾔｰﾄﾞ

国登録ｽ
ﾄｯｸﾔｰﾄﾞ
以外

運搬距離 搬出先種類（該当する区分に「○」を１つだけ入力して下さい）

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ（工事予定地含む） 採石
場・砂
利採取
跡地等
復旧事
業

廃棄物最終処
分場

土捨
場・残
土処分
場

指定
利用
Ａ

指定
利用
B

自由
処分

内陸 海面

0.0 トン 100.0 トン

建設廃棄物合計

130.0 トン 30.0 トン

2箇所目 トン km

km

混合状態の廃棄物
（建設混合廃棄物）

2.5 トン

○15 km

2.5 トン

1箇所目 2.5 トン 11219

3箇所目 トン

2箇所目 トン km

km

その他の分別された廃棄物
（ガラスくず、陶磁器くず、繊維くず、廃油など）

トン

km

トン

1箇所目 トン

3箇所目 トン

2箇所目 トン km

km

廃石膏ボード

トン

km

トン

1箇所目 トン

3箇所目 トン

2箇所目 トン km

3箇所目 トン km

トン km廃塩化ビニル管・継手

トン トン

1箇所目

○

2箇所目 トン km

3箇所目 トン km

トン km

トン 11203 12 km廃プラスチック類
（廃塩化ビニル管・継手を除く）

7.5 トン 7.5 トン

1箇所目 7.5

2箇所目 トン km

3箇所目 トン km

紙くず

トン トン

1箇所目

2箇所目 トン km

3箇所目 トン km

1箇所目 トン km上
記
以
外
の
建
設
廃
棄
物

金属くず

トン トン

建設汚泥

トン トン

トン km

2箇所目 トン km

トン kmトン トン

1箇所目

3箇所目

2箇所目 5.0 トン 11203 15 km ○

3箇所目 トン

○5.0 トン 11105 5 km建設発生木材Ｂ
（立木、除根材などが廃棄物となったもの）

10.0 トン 0.0 トン 10.0 トン

1箇所目

トン

1箇所目 5.0 トン

○

km

2箇所目 5.0 トン 11203 15 km

3箇所目 トン km

2箇所目 トン km

km
建設発生木材Ａ
（柱、ボードなどの木材が廃棄物となったもの）

10.0 トン 0.0 トン

○11105 5 km

km

トン

1箇所目 トン

3箇所目 トン

2箇所目 トン km

3箇所目 トン km

km ○

トン

1箇所目 70.0 トン 11105 5コンクリート塊

100.0 トン 30.0 トン 70.0
アスファルト・コンクリート塊

トン トン

10.0

他工事 広域認定
制度によ
処理

中間処理施設 廃棄物
最終処
分場

場外搬出量（合計） 場外搬出量（内訳） 搬出先住所 運搬距離 搬出先種類（該当する「搬出先種類」に「○」を１つだけ入力して下さい）

注）一般廃棄物は対象外です
合材
プラント

左記
以外

再資源化施設 ｻｰﾏﾙ
ﾘｻｲｸﾙ

単純
焼却

現場内利用量 現場内減量化量 現場外搬出について

様式１-２ ２０２４年度建設副産物実態調査

建設副産物名称 発生量

３．建設副産物発生・搬出実績

利用量・搬出先調査票（搬出先調査） 土木工事用 この調査票は、土木工事用です。
建築工事、解体工事は別の様式を使用してください。

売却

記 入 例

単位に注意
コードの間違いに注意運搬距離は整数で記入

単位に注意

コードの間違いに注意
運搬距離は整数で記入

表面の「現場内利用量」も記入

tanaka-m86hb
テキストボックス
土木工事用



１．工事概要 （赤字部分は必須項目です。必ず入力してください）
法　人　番　号 1234567890123 ←https://www.houjin-bangou.nta.go.jp/

発注機関を
選択

様式１-１ ２０２４年度建設副産物実態調査

利用量・搬出先調査票（利用量調査） 建築工事用 この調査票は、建築工事用です。
土木工事、解体工事は別の様式を使用してください。

30 日

中分類 工事責任者 ○○　○○
TEL 000（ 000 ）000 会 社 所 在 地 埼玉県さいたま市中央区△△１－１－１

TEL

記入年月日 西暦 2024 年 9 月大分類 発注
担当者 国土　太郎 請 負 会 社 名 株式会社○×△

○○○（○○○）○○○
小分類

工事施工場所

住所コード 工事種別を選択 工事種別コード Ｑ
工期

調査票記入者 △△　△△E-mail ○○○（○○○）○○○

工事名 ○×住宅新築工事 請負金額 12,345
（1万円未満は四捨五入）

日から

11105 西暦 2024 年 9 月 29 日まで

西暦 2024 年 6 月 25

万円 （税込）

「搬入利用量（Ａ）」のうち、
供給元別利用量

供給元住所 供給元種類コード
（該当する「供給元種類」に「○」を１つだけ入力して下さい）(上のプルダウンリストで都道

府県、市区町村を選択し、表
示された住所コードを入力して
下さい)

（搬入利用量（A)は自動計算されますの
で、合計値を確認してください）

他の工事
現場（内陸）

他の工事
現場（海面）

再資源化
施設

土砂
ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

２．建設資材利用実績
建設資材名称 建設資材利用量＝搬入利用量（Ａ）＋現場内利用量（Ｂ） 左記「搬入利用量（A）」のうち、供給元別内訳

搬入利用量（Ａ） 現場内利用量（Ｂ）

その他

土
砂

山砂、山土などの新材（採取土、購入土）

500.0 m3 500.0 m3

m3

1箇所目 100.0 m3 11105 ○第１種建設発生土

450.0 m3 300.0 m3 150.0

m3

m3m3 m3

土質改良土（土質改良プラントからの購入土）
（第１種～第４種改良土）

○

3箇所目 100.0 m3 11104 ○

2箇所目 100.0 m3 11203

2箇所目 m3

3箇所目

1箇所目

2箇所目 m3

m3

1箇所目 m3第２種建設発生土

m3 m3

m3

1箇所目 m3第３種建設発生土

m3 m3

3箇所目 m3

3箇所目 m3

2箇所目 m3

2箇所目 m3

m3

1箇所目 m3第４種建設発生土

m3 m3

m3

1箇所目 m3浚渫土以外の泥土（建設発生土）

m3 m3

3箇所目 m3

3箇所目 m3

2箇所目 m3

2箇所目 m3

m3

1箇所目 m3浚渫土

m3 m3
建設汚泥処理土
（第１種～第４種処理土）

m3 m3 m3

1箇所目

3箇所目 m3

再生コンクリート砂

100.0 m3 100.0 m3

m3

2箇所目 m3

3箇所目

m3

2箇所目 50.0 m3 11103
3箇所目

1箇所目 50.0 m3 11105

m3

コ
ン
ク
リ
ー

ト

コンクリート用再生骨材　Ｈ
を用いた生コンクリート

トン トン
コンクリート用再生骨材　Ｍ
を用いた生コンクリート

トン

(上のプルダウンリストで都道
府県、市区町村を選択し、表
示された住所コードを入力して
下さい)

他の工事
現場（内陸）

他の工事
現場（海面）

トン トン

再資源化
施設

土砂
ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

その他

建設資材名称 建設資材利用量＝搬入利用量（Ａ）＋現場内利用量（Ｂ） 左記「搬入利用量（A）」のうち、再生資材の供給元別内訳（再生資材を利用した場合に記入してください）

搬入利用量（Ａ）
（新材を含む全体の搬入利用量）

現場内利用量（Ｂ） 「搬入利用量（Ａ）」のうち、
再生資材の供給元別利用量

再生資材の供給元住所 供給元種類コード
（該当する「供給元種類」に「○」を１つだけ入力して下さい）

2箇所目 トン

3箇所目

1箇所目 トン

トン

コンクリート用再生骨材　Ｌ
を用いた生コンクリート

2箇所目 トン

3箇所目トン

1箇所目 トン

トン

2箇所目 トン

3箇所目 トン

1箇所目 トン

コンクリート用再生骨材　Ｈ、Ｍ、Ｌ
を用いたコンクリート二次製品（有筋、無筋を問わず）

トン トン

2箇所目 トン

3箇所目 トン

1箇所目 トン上記以外の生コンクリート
（新材も含む上記以外の全て）

トン トン

10.0 トン

2箇所目 トン

3箇所目 トン

1箇所目 トン

トン

1箇所目 トン木材

トン トン

2箇所目 トン

3箇所目 トン

1箇所目 トン上記以外のコンクリート二次製品
（新材を含む上記以外の全て。有筋、無筋を問わず）

10.0 トン

3箇所目 トン

2箇所目 トン

2箇所目 トン

トン

1箇所目 トンアスファルト・コンクリート

トン トン

砕
石

鉱さい

m３
クラッシャーラン

150.0 m３ 150.0

3箇所目 トン

m３ 0.0 m３

1箇所目 100.0 m３

2箇所目 50.0 m３

2箇所目 m３

3箇所目 m３

1箇所目 m３

3箇所目 m３

11105 ○

11227 ○

その他の砕石

m３ m３ m３

1箇所目

m３

ぐり石、割ぐり石、自然石

50.0 m３ 50.0 m３ 0.0

2箇所目 m３

m３

3箇所目 m３

㎡

構造を選択

延床面積 250 ※ 解体工事と建築工事が一体となっている工事は、解体
分と建築分に分け、本調査票には、建築分の内容を入
力してください。解体分は、「解体工事用」の調査票
に入力してください。

元請業者担当者、連絡先の記入、ＴＥＬ、ＦＡＸの番号間違いに注意

元請業者が法人の場合、法人番号を記入

桁間違い、単位の違いに注意

着工年月日＜竣工年月日

単位に注意

裏面の「現場内利用量」も記入

コードの間違いに注意

「搬入利用量（Ａ）」≧「再生資材利用量」

記 入 例

コードの間違いに注意

tanaka-m86hb
テキストボックス
建築工事用



売却 他工事 広域認定
制度によ
処理

３．建設副産物発生・搬出実績
建設副産物名称 発生量

現場内利用量 現場内減量化量 現場外搬出について

様式１-２ ２０２４年度建設副産物実態調査

利用量・搬出先調査票（搬出先調査） 建築工事用 この調査票は、建築工事用です。
土木工事、解体工事は別の様式を使用してください。

注）一般廃棄物は対象外です
合材
プラント

左記
以外

30.0 トン 0.0 トン

中間処理施設 廃棄物
最終処
分場

再資源化施設 ｻｰﾏﾙ
ﾘｻｲｸﾙ

単純
焼却

場外搬出量（合計） 場外搬出量（内訳） 搬出先住所 運搬距離 搬出先種類（該当する「搬出先種類」に「○」を１つだけ入力して下さい）

○

トン トン

2箇所目 トン

5 km

30.0 トン

1箇所目 30.0 トン 11105

3箇所目 トン km

km

2箇所目 トン km

トン km1箇所目

10.0 トン 0.0 トン 10.0 トン

3箇所目 トン kmトン

2箇所目 5.0 トン 11203 15 km

○1箇所目 5.0 トン 11105 5 km

km

○

○

○

11105 5 km

10.0 トン

1箇所目 5.0 トン

2箇所目 5.0 トン

建設汚泥

トン トン

3箇所目 トン km

11203 15 km

木
く
ず

柱、ボードなどの木材が廃棄物となったもの

立木、除根材などが廃棄物となったもの

10.0 トン 0.0 トン

3箇所目 トン

2箇所目 トン km

トン km1箇所目

上
記
以
外
の
建
設
廃
棄
物

金属くず

トン

km3箇所目 トントン トン

紙くず

トン

2箇所目 トン km

km

トン

1箇所目 トン

3箇所目 トン km

2箇所目 トン km

km

トン

1箇所目 トン

7.5

3箇所目 トン km

2箇所目 トン km

km ○

トン

1箇所目 7.5 トン 11203 12

廃塩化ビニル管・継手

トン

3箇所目 トン km

廃プラスチック類
（廃塩化ビニル管・継手を除く）

7.5 トン

2箇所目 トン km

km

トン

1箇所目 トン

3箇所目 トン km

2箇所目 トン km

km

トン

1箇所目 トン

その他の分別された廃棄物
（ガラスくず、陶磁器くず、繊維くず、廃油など）

トン

3箇所目 トン km

廃石膏ボード

トン

2箇所目 トン km

km

トン

1箇所目 トン

2.5 トン 2.5

3箇所目 トン km

○

2箇所目 トン km

km

トン

1箇所目 2.5 トン 11219 15

建設廃棄物合計

130.0 トン 30.0 トン 0.0

3箇所目 トン km

混合状態の廃棄物
（建設混合廃棄物）

土捨
場・残
土処分
場

国登録
ｽﾄｯｸ
ﾔｰﾄﾞ

国登録ｽ
ﾄｯｸﾔｰﾄﾞ
以外

再利用の目的があ
る

再利用の目的がな
い

場外搬出量（内訳） 搬出先住所 施工条件
１つだけ「○」を選
択してください。

運搬距離 搬出先種類（該当する区分に「○」を１つだけ入力して下さい）

（場外搬出量（合計)は自動計算さ
れますので、確認してください）

売却

現場内利用量 現場外搬出について

場外搬出量（合計）

トン 100.0 トン

第４種建設発生土

浚渫土以外の泥土（建設発生土）

注）土壌汚染対策法に基づく
汚染土壌は対象外です。

覆土 覆土以
外国登録

ｽﾄｯｸ
ﾔｰﾄﾞ

国登録ｽ
ﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

以外

国登録
ｽﾄｯｸ
ﾔｰﾄﾞ

国登録ｽ
ﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

以外

指定
利用
Ａ

指定
利用
B

自由
処分

内陸 海面

他工事現場 土質改良プラント ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ（工事予定地含む） 採石
場・砂
利採取
跡地等
復旧事
業

廃棄物最終処
分場

建設副産物名称 発生量

地山m3 地山m3 地山m3

1箇所目

2箇所目 地山m3 km

○○ 15 km1箇所目 300.0 地山m3 11227

3箇所目 地山m3 km300.0 地山m3300.0 地山m3 0.0 地山m3

2箇所目 地山m3

km地山m3

3箇所目 地山m3

km

600.0 地山m3 0.0 地山m3 600.0 地山m3

km

2箇所目 300.0 地山m3 11105
○15 km1箇所目 300.0 地山m3 11227 ○

地山m3

○ 5 km

2箇所目 地山m3 km

km1箇所目 地山m3

3箇所目 地山m3 km

地山m3 地山m3 地山m3

1箇所目

地山m3地山m3 地山m3

2箇所目 地山m3

km地山m3

3箇所目 地山m3

km

km

第１種建設発生土

第２種建設発生土

第３種建設発生土

が
れ
き
類

コンクリート塊

アスファルト・コンクリート塊

km

○

3箇所目

記 入 例

単位に注意
コードの間違いに注意運搬距離は整数で記入

単位に注意

コードの間違いに注意
運搬距離は整数で記入

表面の「現場内利用量」も記入

tanaka-m86hb
テキストボックス
建築工事用



3箇所目 m３

2箇所目 m３

m３

○

その他の砕石

m３ m３ m３

1箇所目

m３

ぐり石、割ぐり石、自然石

50.0 m３ 50.0 m３ 0.0

2箇所目 m３

3箇所目 m３

1箇所目 m３

3箇所目 m３

11105 ○

11227

砕
石

鉱さい

m３
クラッシャーラン

150.0 m３ 150.0

3箇所目 トン

m３ 0.0 m３

1箇所目 100.0 m３

2箇所目 50.0 m３

2箇所目 トン

トン

1箇所目 トンアスファルト・コンクリート

トン トン

3箇所目 トン

2箇所目 トン

トン

1箇所目 トン木材

トン トン

2箇所目 トン

3箇所目 トン

1箇所目 トン上記以外のコンクリート二次製品
（新材を含む上記以外の全て。有筋、無筋を問わず）

トン トン

2箇所目 トン

3箇所目 トン

1箇所目 トンコンクリート用再生骨材　Ｈ、Ｍ、Ｌ
を用いたコンクリート二次製品（有筋、無筋を問わず）

トン トン

2箇所目 トン

3箇所目 トン

1箇所目 トン上記以外の生コンクリート
（新材も含む上記以外の全て）

トン トン

2箇所目 トン

3箇所目 トン

1箇所目 トン

2箇所目 トン

3箇所目トン

1箇所目 トン

トン

再資源化
施設

土砂
ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

その他

建設資材名称 建設資材利用量＝搬入利用量（Ａ）＋現場内利用量（Ｂ） 左記「搬入利用量（A）」のうち、再生資材の供給元別内訳（再生資材を利用した場合に記入してください）

搬入利用量（Ａ）
（新材を含む全体の搬入利用量）

現場内利用量（Ｂ） 「搬入利用量（Ａ）」のうち、
再生資材の供給元別利用量

再生資材の供給元住所 供給元種類コード
（該当する「供給元種類」に「○」を１つだけ入力して下さい）

2箇所目 トン

3箇所目

1箇所目 トン

トン

コンクリート用再生骨材　Ｌ
を用いた生コンクリート

2箇所目 50.0 m3 11103
3箇所目

1箇所目 50.0 m3 11105

m3

コ
ン
ク
リ
ー

ト

コンクリート用再生骨材　Ｈ
を用いた生コンクリート

トン トン
コンクリート用再生骨材　Ｍ
を用いた生コンクリート

トン

(上のプルダウンリストで都道
府県、市区町村を選択し、表
示された住所コードを入力して
下さい)

他の工事
現場（内陸）

他の工事
現場（海面）

トン トン

再生コンクリート砂

100.0 m3 100.0 m3

m3

2箇所目 m3

3箇所目

m3建設汚泥処理土
（第１種～第４種処理土）

m3 m3 m3

1箇所目

3箇所目 m3

2箇所目 m3

m3

1箇所目 m3浚渫土

m3 m3

3箇所目 m3

2箇所目 m3

m3

1箇所目 m3第４種建設発生土

m3 m3

m3

1箇所目 m3浚渫土以外の泥土（建設発生土）

m3 m3

3箇所目 m3

2箇所目 m3

2箇所目 m3

m3

1箇所目 m3第３種建設発生土

m3 m3

3箇所目 m3

3箇所目 m3

2箇所目 m3

m3

1箇所目 m3第２種建設発生土

m3 m3

3箇所目 100.0 m3 11104 ○

2箇所目 100.0 m3 11203

土砂
ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

その他

m3

1箇所目 100.0 m3 11105 ○第１種建設発生土

450.0 m3 300.0 m3 150.0

2箇所目 m3

3箇所目 m3

○

土
砂

山砂、山土などの新材（採取土、購入土）

500.0 m3 500.0 m3

現場内利用量（Ｂ） 「搬入利用量（Ａ）」のうち、
供給元別利用量

供給元住所 供給元種類コード
（該当する「供給元種類」に「○」を１つだけ入力して下さい）(上のプルダウンリストで都道

府県、市区町村を選択し、表
示された住所コードを入力して
下さい)

（搬入利用量（A)は自動計算されますの
で、合計値を確認してください）

他の工事
現場（内陸）

他の工事
現場（海面）

再資源化
施設

土質改良土（土質改良プラントからの購入土）
（第１種～第４種改良土）

m3 m3

1箇所目 m3

２．建設資材利用実績
建設資材名称 建設資材利用量＝搬入利用量（Ａ）＋現場内利用量（Ｂ） 左記「搬入利用量（A）」のうち、供給元別内訳

搬入利用量（Ａ）

構造を選択
11105 西暦 2024 年 9 月 29

工期
西暦 2024 年 6

工事施工場所

住所コード 工事種別を選択 工事種別コード Ｓ

大分類 発注
担当者 国土　太郎 請 負 会 社 名 株式会社○×△

○○○（○○○）○○○
小分類

250 ※ 解体工事と建築工事が一体となっている工事は、解体
分と建築分に分け、本調査票には、解体分の内容を入
力してください。建築分は、「建築工事用」の調査票
に入力してください。

万円 （税込） ㎡

月 25 日から

調査票記入者 △△　△△E-mail ○○○（○○○）○○○

工事名 ○×住宅解体工事 請負金額 12,345
（1万円未満は四捨五入）

延床面積

日まで

１．工事概要 （赤字部分は必須項目です。必ず入力してください）
法　人　番　号 1234567890123 ←https://www.houjin-bangou.nta.go.jp/

発注機関を
選択

様式１-１ ２０２４年度建設副産物実態調査

利用量・搬出先調査票（利用量調査） 解体工事用 この調査票は、解体工事用です。
土木工事、建築工事は別の様式を使用してください。

30 日

中分類 工事責任者 ○○　○○
TEL 000（ 000 ）000 会 社 所 在 地 埼玉県さいたま市中央区△△１－１－１

TEL

記入年月日 西暦 2024 年 9 月

元請業者担当者、連絡先の記入、ＴＥＬ、ＦＡＸの番号間違いに注意

元請業者が法人の場合、法人番号を記入

桁間違い、単位の違いに注意

着工年月日＜竣工年月日

単位に注意

裏面の「現場内利用量」も記入

コードの間違いに注意

「搬入利用量（Ａ）」≧「再生資材利用量」

記 入 例

コードの間違いに注意

tanaka-m86hb
テキストボックス
解体工事用



3箇所目 地山m3

km

km

第４種建設発生土

地山m3 地山m3

km

3箇所目 地山m3

地山m3

1箇所目 地山m3

2箇所目 地山m3

浚渫土以外の泥土（建設発生土）

地山m3 地山m3

地山m3

1箇所目 地山m3

2箇所目 地山m3 km

km

○

2箇所目 300.0 地山m3 11105

km

○ 5 km

km3箇所目 地山m3地山m3

1箇所目 300.0 地山m3 11227 ○15 km

○

第３種建設発生土

600.0 地山m3 0.0 地山m3 600.0

km3箇所目 地山m3地山m3

1箇所目 地山m3

2箇所目

km

km3箇所目 地山m3地山m3

1箇所目 300.0 地山m3 11227 ○

km

地山m3

第２種建設発生土

地山m3 地山m3

km

○15 km

施工条件
１つだけ「○」を選
択してください。

運搬距離 搬出先種類（該当する区分に「○」を１つだけ入力して下さい）

土捨
場・残
土処分
場

指定
利用
Ａ

指定
利用
B

2箇所目 地山m3

第１種建設発生土

300.0 地山m3 0.0 地山m3 300.0

再利用の目的がな
い

注）土壌汚染対策法に基づく
汚染土壌は対象外です。

覆土 覆土以
外国登録

ｽﾄｯｸ
ﾔｰﾄﾞ

国登録ｽ
ﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

以外

国登録
ｽﾄｯｸ
ﾔｰﾄﾞ

国登録ｽ
ﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

以外

自由
処分

内陸 海面 国登録
ｽﾄｯｸ
ﾔｰﾄﾞ

国登録ｽ
ﾄｯｸﾔｰﾄﾞ
以外

再利用の目的があ
る

建設副産物名称 発生量
現場内利用量 現場外搬出について

0.0 トン 100.0 トン

（場外搬出量（合計)は自動計算さ
れますので、確認してください）

売却 他工事現場 土質改良プラント ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ（工事予定地含む） 採石
場・砂
利採取
跡地等
復旧事
業

廃棄物最終処
分場

場外搬出量（合計） 場外搬出量（内訳） 搬出先住所

建設廃棄物合計

130.0 トン 30.0 トン

3箇所目 トン km

○

2箇所目 トン km

1箇所目 2.5 トン 11219 15 km混合状態の廃棄物
（建設混合廃棄物）

2.5 トン 2.5 トン

km3箇所目 トン

2箇所目 トン km

トン kmその他の分別された廃棄物
（ガラスくず、陶磁器くず、繊維くず、廃油など）

トン トン

1箇所目

3箇所目 トン km

km2箇所目 トン

km

トン

1箇所目 トン廃石膏ボード

トン

3箇所目 トン km

2箇所目 トン km

1箇所目 トン km廃塩化ビニル管・継手

トン トン

km3箇所目 トン

2箇所目 トン km

○トン 11203 12 km廃プラスチック類
（廃塩化ビニル管・継手を除く）

7.5 トン 7.5 トン

1箇所目 7.5
3箇所目 トン km

km2箇所目 トン

km

トン

1箇所目 トン紙くず

トン

3箇所目 トン km

km

km

トン

1箇所目 トン

2箇所目 トン

上
記
以
外
の
建
設
廃
棄
物

金属くず

トン

3箇所目 トン km

km

建設汚泥

トン トン

km

トン トン

1箇所目 トン

2箇所目 トン

5

3箇所目 トン km

○

3箇所目 トントン 10.0 トン

2箇所目 5.0 トン 11203 15 km

km ○

トン

1箇所目 5.0 トン 11105

2箇所目 5.0 トン 11203 15 km

○トン 11105 5 km1箇所目 5.0

km

木
く
ず

柱、ボードなどの木材が廃棄物となったもの

10.0 トン 0.0

3箇所目 トン km

km

立木、除根材などが廃棄物となったもの

10.0 トン 0.0 トン 10.0

○

km

トン

1箇所目 トン

2箇所目 トン

トン

3箇所目 トン km

km

11105 5 km

30.0 トン

1箇所目 30.0 トン

2箇所目 トン

注）一般廃棄物は対象外です
合材
プラント

左記
以外

が
れ
き
類

コンクリート塊

30.0 トン 0.0 トン

中間処理施設 廃棄物
最終処
分場

再資源化施設 ｻｰﾏﾙ
ﾘｻｲｸﾙ

単純
焼却

場外搬出量（合計） 場外搬出量（内訳） 搬出先住所 運搬距離 搬出先種類（該当する「搬出先種類」に「○」を１つだけ入力して下さい）

○

アスファルト・コンクリート塊

トン

売却 他工事 広域認定
制度によ
処理

３．建設副産物発生・搬出実績
建設副産物名称 発生量

現場内利用量 現場内減量化量 現場外搬出について

様式１-２ ２０２４年度建設副産物実態調査

利用量・搬出先調査票（搬出先調査） 解体工事用 この調査票は、解体工事用です。
土木工事、建築工事は別の様式を使用してください。

記 入 例

単位に注意
コードの間違いに注意運搬距離は整数で記入

単位に注意

コードの間違いに注意
運搬距離は整数で記入

表面の「現場内利用量」も記入

tanaka-m86hb
テキストボックス
解体工事用




